会員診療所業務継続互助事業フローチャート別紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＯ．１
会員診療所業務継続互助事業は、第一に「依頼すれば必ず派遣される訳ではない。」ということをご理解ください。都道府県地区校友会を経由するということは、地区校友会で対応ができないかを協議してもらうためです。地域内で非常勤歯科医師を探したほうが、経費的にも安く雇用ができて、至急派遣してもらえるといった利便的な場合が考えられます。（特に遠隔地の場合、東京や新潟からの交通費・宿泊費負担は依頼会員にも大きな負担になります。）
その上で地区での対応が困難な場合に依頼書が校友会本部に提出されることになりますが、本部から大学（生命歯学部および新潟生命歯学部）に依頼をして、派遣可能な歯科医師がいた場合に限り派遣ができます。よろしくご認識ください。
　　以下は、派遣歯科医師が決定したという前提での確認事項等です。
校友会員および依頼主との確認事項
　契約交渉については、派遣歯科医師から事務の方で契約事項の確認等を進めて提示してほしいという希望が強いので、そのようにして、派遣先でスムーズに契約を交わして診療に入っていただく事を目的に下記の確認をいたします。
○契約内容の確認
　　・報酬金額　1日当たりの報酬
…　規程に1日当たり目安として25,000円～30,000円となっているので、報酬金額を確認いたします。
　　・宿泊施設　遠隔地
…　通勤できる範囲であれば、派遣歯科医師がローテーションを組んで曜日ごとや週単位で替わる場合もあります。
遠隔地になると宿泊施設の確保が必要条件となり、依頼者の診療所の場所から判断して宿泊施設確保の確認をしなければなりません。
　　・交 通 費　実費支給（原則）
…　『通勤範囲なのか遠隔地なのか』、いずれの場合も交通費は実費を依頼会員（家

族）に負担していただきます。
車通勤の場合は、例外的に依頼会員（家族）と派遣歯科医師本人と事前に交渉し
ていただきます。（電車・バス等の交通機関を利用した費用に換算するか、ガソリン等の燃料費の相当額を支給する等、当人同士で話し合っていただきます。）
ＮＯ．２
○支給方法の確認
　　・報　  酬　銀行振込か現金支給か、都度払いか一括払いか
　　　…　報酬の支給方法については、派遣の形態などにもよると思われますが、いずれの場合も、毎回（毎日）支給なのか、期間が満了して一括支給するのかを事前に確認させていただきます。銀行振込みの場合は、依頼会員（家族）に対して、派遣歯科医師から振込口座を伝えていただくようにします。
　　・交 通 費  都度現金支給（原則）要相談
…　依頼会員による実費負担ですので、原則は現金支給です。但し、派遣歯科医師が報酬と一緒の支給で構わないということであれば、依頼期間後の一括振込（支給）も可能です。
※　派遣歯科医師との交渉で、交通費が高額の場合、往路分を送金して復路分は帰る時に支給する等の配慮をお願いする場合もございます。派遣歯科医師が負担できるならば、往路分は建て替えてもらい、到着後にお渡しいただくことも考えられます。
○派遣歯科医師の行動確認、依頼会員の受け入れ態勢等
　　・現地入り
　　　…　依頼関係者や診療所スタッフと派遣歯科医師本人との顔合わせ、診療器具の確認等の打ち合わせが必要であれば、最初の日に診療所へ入る時間を指定あるいは遠隔地であれば、前日に来ていただくなどの確認をいたします。派遣歯科医師本人に電話で概要を伝えて、詳細は到着後でも構いません。
　　・勤務時間、昼休み他
　　　…　基本的な勤務時間と昼休み（食事・休憩）の時間を確保できるようにお願いいたします。派遣歯科医師からの報告書に、依頼書の１日当たりの患者数が過小記載されていて、休憩や食事もできなかったという事例もありました。
　　　　　会員診療所業務継続互助事業規程に則して、依頼会員・派遣歯科医師共に遵守していただき、その上で諸々の状況への対応をお願いいたします。
